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主な議案に対する議員の態度
議　員　名

議　案　名

三
浦
賢
治
議
員

田
中
照
男
議
員

江
嵜　

悟
議
員

松
田
達
之
議
員

上
田
俊
孝
議
員

上
田
健
一
議
員

吉
川
義
雄
議
員

有
田
芳
人
議
員

片
山
裕
治
議
員

坂
本
悦
男
議
員

永
田
義
昭
議
員

笠
原
良
一
議
員

氷川町税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ －

平成23年度一般会計補正予算 (第３号 )※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成23年度一般会計補正予算 (第３号の一部修正） ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● －

平成22年度一般会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ －

平成22年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ －

健康遊具に関する議員監査請求 ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● －

永田義昭副議長の不信任決議 ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● － －

郵政改革法案の早期成立を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

350万人のウイルス性肝炎患者の救済について意見書提出を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

公共交通機関の存続へ向け、ＪＲ九州に係る経営支援策等の継続を求める請願 ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● －

※平成23年度一般会計補正予算（第3号）の修正部分を除く部分への賛否
○は賛成、●は反対、－は賛否なし（議長は賛否に加わっていない。）

　

江
嵜
悟
議
員
が
田
中
照
男
議
員
の
賛
同
を
得
て
、

「
永
田
副
議
長
不
信
任
決
議
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

江
嵜
議
員
は
、「
氷
川
町
議
会
永
田
義
昭
副
議
長

は
、
本
議
会
の
６
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
副
議
長

と
し
て
中
立
公
平
公
正
を
む
ね
と
す
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
議
員
の
辞
職
勧
告
決
議
案
の
内
容
に
つ
い
て
、

何
の
精
査
も
な
く
、
本
人
へ
の
確
認
も
せ
ず
、
賛
成

者
と
し
て
名
前
を
連
ね
た
こ
と
は
、
副
議
長
の
責
務

を
逸
脱
し
た
行
為
で
あ
り
、
不
信
任
決
議
に
値
す
る

も
の
で
あ
る
」
と
提
案
理
由
を
説
明
。
そ
の
後
、
賛

成
反
対
両
方
の
討
論
が
行
わ
れ
た
後
、
採
決
に
入

り
、
賛
成
多
数
で
永
田
副
議
長
に
対
す
る
不
信
任
決

議
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
田
副
議
長
は
、「
議
員
必
携
に
あ
る
よ
う
に
、

副
議
長
は
議
長
に
事
故
な
ど
が
あ
り
、
出
席
で
き
な

い
時
に
職
務
を
代
行
す
る
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
代
行

す
る
時
は
中
立
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
れ

ま
で
あ
ら
ゆ
る
議
案
に
対
し
て
も
、
議
長
の
よ
う
に

中
立
で
は
な
く
、
討
論
も
自
由
に
行
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。
自
分
の
意
見
を
自
由
に
表
明
し
て
い
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
ご
判
断
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。」
と
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

永
田
副
議
長
不
信
任
案

賛
成
多
数
で
可
決

審
議
前
に

永
田
副
議
長
が
意
見
陳
述

採択された
陳情・請願

○郵政改革法案の早期成立を求める陳情
　国民共有の財産である郵便局ネットワークを維持す
るため、郵政改革法案の早期成立を求める意見書を、
衆参議長及び関係大臣に提出していただきますように
要望します。

○350万人のウイルス性肝炎患者の救済について国へ
の意見書提出を求める陳情
　国の責任ですべての肝炎患者救済をめざす救済特措
法にもとづいて救済枠を広げるために、意見書を国会
と政府に提出してくださいますよう、陳情いたします。

○公共交通機関の存続へ向け、ＪＲ九州に係る経営支
援策等の継続を求める請願
　私たちは、更に努力を積み重ね、なんとしても公共
輸送としての使命を果たしていく決意に立ちます。Ｊ
Ｒ九州に対する支援策の継続を求める意見書を提出し
ていただきますように請願いたします。

　

平
成
23 

年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
で
予
定
さ
れ
て
い
る

道
路
工
事
個
所
な
ど
を
議
員
全
員
で

調
査
し
ま
し
た
。

　

農
家
か
ら
強
い
要
望
が
出
て
い
た

農
業
用
水
路
の
現
状
を
調
査
し
ま
し

た
。
素
掘
り
の
用
水
酪
が
ま
だ
多
く

あ
り
、
改
修
が
必
要
な
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　

竜
北
東
小
学
校
で
は
、
学
校
教
育

課
長
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
特

に
竜
北
東
小
学
校
低
学
年
棟
、
本
校

舎
と
も
痛
み
が
ひ
ど
く
、
外
壁
は
ひ

び
割
れ
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
離

な
ど
が
目
に
つ
き
、
改
修
が
必
要
な

状
況
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
合
回
、

改
修
と
同
時
に
太
陽
光
発
電
を
設
置

す
る
予
定
で
す
。

　

文
化
財
の
調
査
が
終
了
し
た
大
野

窟
古
墳
も
調
査
、
生
涯
学
習
課
長
か

ら
、
国
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
周
辺

を
含
め
今
後
整
備
が
必
要
と
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
路
改
良
予
定
地
4
か
所
、
道
路

維
持
修
繕
予
定
地
2
か
所
を
視
察
し

ま
し
た
。
特
に
、
町
道
干
拓
道
路
線

道
路
維
持
修
繕
工
事
、
町
道
芝

原
2
号
線
や
町
道
南
早
津
1
号

線
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性

や
緊
急
性
に
つ
い
て
の
意
見
や

ま
た
、
工
事
方
法
に
つ
い
て
意

見
が
相
次
い
で
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
道
と
交
差
す
る
町
道
太
尾

線
の
改
良
工
事
も
必
要
性
は
理

解
で
き
た
が
、
県
道
の
広
幅
も

急
ぐ
必
要
が
あ
る
が
、
県
に
対

し
て
も
強
<
要
望
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
と
の
意
見
も
出

さ
れ
ま
し
た
。

町道若洲グラウンド線道路改良工事

町道太尾線道路改良工事

町道芝原２号線道路維持修繕工事

竜北東小学校

町道南早津１号線道路改良工事

道
路
改
修
な
ど
に
緊
急
性
・
必
要
性

工
事
内
容
な
ど
意
見
相
次
ぐ

（平成23年度一般会計補正予算）

竜北東小学校や町道の
工事個所を現地調査
竜北東小学校や町道の
工事個所を現地調査


